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　 再  興 日本美術院（院展） 黎  明 期の⚒⚐年間、⚑⚐歳年長であった木
さい こう れい めい

彫の 平  櫛  田  中 と共に、 彫塑 の 主  軸 として活躍した藤井浩祐は、 瀟洒 
ひら くし でん ちゅう ちょうそ しゅ じく しょうしゃ

で優美な裸婦像で広く知られました。
　藤井浩祐（のち⚑⚙⚕⚓年より浩佑、⚑⚘⚘⚒生―⚑⚙⚕⚘歿）は、明治⚑⚕年、
東京 神  田 に生まれ、東京美術学校で彫刻を学びました。卒業後、文

かん だ

展で受賞を重ね、注目を集めます。
　大正⚕年（⚑⚙⚑⚖）には再興日本美術院の同人に加わり、昭和⚑⚑年
（⚑⚙⚓⚖）に脱退するまで、決して大きくはありませんが、 珠玉 ともいうべ

しゅぎょく

き作品を⚑回に⚓点、⚕点と並べて院展に出品しています。浩祐の
芸術は、⚑点をじっと見つめるよりも、様 な々しぐさをした複数の作品
をまとめて眺めることによりその美しさが 感  得 できるように思います。

かん とく

院を脱退後は、 官  展 に復帰して名作《鏡》《 梳  髪 》で円熟の境地を示
かん てん すき がみ

しました。
　これらの展覧会芸術と並行して、建築装飾や、現在の全国高校
野球選手権大会の参加章制作、東京府内の小学校で自らの考え
に基づく「自由彫塑」の指導の 実  践 、彫刻志望者に大きな影響を与

じっ せん

えた彫刻の技法・ 啓  蒙 書『彫刻を 試 る人へ』（大正⚑⚒年刊）の執筆な
けい もう こころみ

ど、広く社会との接点を求めた活動を積極的に行いました。
　このように生前の浩祐は実作のみならず、彫刻の普及にも大きく貢
献し、昭和⚑⚒年（⚑⚙⚓⚗）に帝国芸術院（⚑⚙⚔⚗年に日本芸術院と改
称）の会員に選ばれています。
　しかし、第二次世界大戦でのアトリエ焼失により、
展覧会出品作のほとんどが失われたため、今日ま
でその芸術の全容がつかめませんでした。
　初の本格的な回顧展である本展では、日本にお
ける美の女神の創造を生涯の理想とした藤井浩祐
の歩みを折々の代表作でたどりつつ、彼の幅広い
領域の活動を紹介し、近代日本彫刻史における業
績を振り返ります。

ジャパニーズ・ヴィーナスヴィーナス　
彫刻家

藤井浩祐の世界

田中美術館秋季特別展

主な出品作品
 　

《背を 拭 く女》再興第13回院展・新潟市美術館蔵、
ふ

《捕球の 刹 
せつ

 那 》野球殿堂博物館蔵、
な

《 臥 裸婦》東京藝術大学蔵（平櫛田中旧
が

蔵）などブロンズ作品を中心に、初期の名作として知られる大
理石像《 潭 》、戦時中のセメント彫刻《裸婦》紀元二千六百年奉

たん

祝展・ 碌山 美術館寄託、
ろくざん

建築装飾の 趣 があり、ブロンズに鋳造
おもむき

せず 石膏 を完成作にしたと考えられる《裸婦》笠間日動美術
せっこう

館蔵や、被災によりブロンズが失われた作品の貴重な石膏
原型、愛犬家として著名であった浩祐の面影を伝える犬
をモチーフにした作品、妻の実家であった銀座木村家の名
物をブロンズ彩色で作った《あんぱん  文鎮 》、東京っ子で、

ぶんちん

 洒  脱 な趣味人であったことが 伺 える 杖 の 柄 、バックルなど多
しゃ だつ うかが つえ え

彩な素材と主題を縦横に用いた名品80数点を展示します。

［交通のご案内］
井原線　井原駅より徒歩15分　
岡山からJR伯備線（清音乗り換え）～
　井原線で井原駅下車　所要時間約60分
福山からJR福塩線（神辺乗り換え）～
　井原線で井原駅下車  所要時間約35～50分
新幹線ご利用の場合は、JR岡山駅または福山駅で下車となり
ます。
JR笠岡駅前より井笠バスカンパニー井原行
　駅前通り下車　徒歩5分
山陽自動車道　笠岡インターより20分
※井原線時刻表は、井原線ホームページ、駅前探検倶楽部など
で検索できます。

EVENT ‒ イベント
■記念講演会
＜聴講無料・事前申込不要＞
演題：藤井浩祐の彫刻の美しさ
講師：田中修二  氏（大分大学准教授）
日時：9月14日  13時30分～15時
会場：井原市民会館  鏡獅子の間
　
■当館学芸員によるギャラリートーク
＜要・入館料＞
展覧会の解説案内をいたします。
日時：⚙月⚔日 、⚑⚓日、⚒⚑日 
　　　⚑⚐月⚑⚒日 
　　　⚑⚓時⚓⚐分～⚑⚔時⚑⚕分
会場：特別展会場

《 梳髪 》昭和12（1937）年　ブロンズ
すきがみ

第1回新文展　東京国立近代美術館蔵

《爪を切る女》昭和2（1927）年　ブロンズ
再興第14回院展　新潟市美術館蔵

《若い女の首》昭和15（1940）年　セメント
碌山美術館蔵

《 潭 》明治45（1912）年　大理石
たん

第6回文展　東京国立近代美術館蔵

《犬》制作年不詳　ブロンズ　個人蔵

《あんぱん   文鎮 》制作年不詳　ブロンズ彩色
ぶんちん

銀座木村家蔵

こう　　    　   ゆう

本展は小平市平櫛田中彫刻美術館
（会期：10月25日～12月7日）に巡回します。

《浴後》制作年不詳　テラコッタ　神宮徴古館蔵


